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2019 年 11 月 18 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　
「
桜
を
見
る
会
」の
私
物

化
問
題
。「
８
日
の
共
産
党

の
田
村
議
員
の
国
会
追
及

が
発
端
だ
。
ネ
ッ
ト
で
見

た
が
安
倍
首
相
は
し
ど
ろ

も
ど
ろ
だ
」「
菅
官
房
長
官

が
首
相
や
与
党
幹
部
が
招

待
客
推
薦
に
関
与
し
て
い

る
こ
と
を
認
め
た
」「
税
金

の
私
物
化
だ
」「
公
選
法
に

も
違
反
す
る
」「
13
日
、

２
０
２
０
年
度
の
中
止
を

突
然
発
表
し
た
」「
中
止
で

幕
引
き
に
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
19
号
か
ら
一
ヵ
月

（
12
日
）。「
１
０
０
人
近
く

が
犠
牲
に
な
っ
た
」「
住
宅

被
害
は
９
万
棟
だ
」「
今
な

お
10
都
道
府
県
で
２
千
人

を
超
え
る
人
が
避
難
所
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」

「
日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
被
災
者

へ
の
仮
設
住
宅
の
提
供
な

ど
行
政
に
よ
る
支
援
が
急

務
に
な
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
新
た
な
電
力

販
売
事
業
の
計
画
発
表

（
11
日
）。「
自
社
ビ
ル
の
非

常
用
電
池
を
活
用
し
た
事

　
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』の
ス

ク
ー
プ
に
続
く
８
日
の
共

産
党
田
村
議
員
の
国
会
追

及
を
き
っ
か
け
に
、
安
倍

首
相
主
催
の
「
桜
を
見
る

会
」
が
大
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
14
日
の
記
者

会
見
で
「
疑
惑
は
ふ
く
ら

む
一
方
だ
」
と
述
べ
、
３

点
の
疑
惑
を
指
摘
し
ま
し

た
。

　

第
一
は
、「
桜
を
見
る

会
」
を
安
倍
後
援
会
が
私

「
桜
を
見
る
会
」
三
つ
の
疑
惑

　

予
算
委
集
中
審
議
の
速
や
か
な

　

開
催
・
解
明
を

物
化
し
、
国
民
の
血
税
を

使
っ
て
買
収
を
行
っ
て
い

た
疑
惑
で
す
。

　

第
二
は
、
１
人
あ
た
り

団
体
の
収
支
報
告
書
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で

す
。

　

第
三
は
、
首
相
の
虚
偽

答
弁
の
問
題
で
す
。
官
邸

内
の
「
推
薦
枠
」
が
あ
り
、

安
倍
後
援
会
が
招
待
者
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
招

待
者
の
と
り
ま
と
め
に
関

与
し
て
い
な
い
」
と
述
べ

た
の
は
、
明
ら
か
な
虚
偽

答
弁
で
す
。

　

志
位
氏
は
「
こ
の
三
つ

の
問
題
は
、
ど
れ
も
安
倍

首
相
で
な
け
れ
ば
答
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と

述
べ
、
首
相
が
出
席
し
た

予
算
委
員
会
の
開
催
が
ど

う
し
て
も
必
要
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
「『
森
友
・
加

計
疑
惑
』
で
は
文
科
行
政

を
私
物
化
し
、
安
保
法
制

強
行
で
は
憲
法
解
釈
を
私

物
化
し
、
今
回
は
『
桜
を

見
る
会
』
の
私
物
化
、
安

倍
政
権
は
、「
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
『
公
』
の
も
の
を
私

物
化
し
て
き
た
」
と
指
摘
。

こ
の
政
権
が
続
く
こ
と
は

日
本
の
民
主
主
義
に
と
っ

て
一
刻
も
認
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
野
党
が
結

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
素
案
か
ら

「
リ
ス
ト
ラ
を
正
当
化
す
る

  

事
例
」
の
削
除
を

　

厚
労
省
が
示
し
た
職
場

の
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
指

針
の
素
案
で
は
、「
パ
ワ
ハ

ラ
に
該
当
し
な
い
例
」
の

一
つ
と
し
て
「
経
営
上
の

理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
、

能
力
に
見
合
わ
な
い
簡
単

な
業
務
に
就
か
せ
る
こ

と
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
の
宮
本
議
員
は

10
月
30
日
、
衆
院
厚
生
労

働
委
員
会
で
、
こ
の
事
例

は
「
違
法
な
配
転
・
降
格
、

追
い
出
し
部
屋
な
ど
違
法

な
リ
ス
ト
ラ
を
行
う
際
の

弁
解
と
し
て
、
使
用
者
側

が
し
ば
し
ば
行
う
主
張

だ
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

同
議
員
は
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
裁
判
で
人
事
権

の
乱
用
だ
と
何
度
も
断
罪

さ
れ
て
き
た
と
し
、「
こ
の

ま
ま
指
針
に
明
記
さ
れ
た

ら
、
違
法
な
リ
ス
ト
ラ
が

正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
危

険
が
あ
る
」
と
批
判
。
加

藤
厚
労
相
は
「
今
の
段
階

で
確
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
引
き
続
き

し
っ
か
り
議
論
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

束
し
て
安
倍
政
権
に
対た
い
じ峙

し
、
打
倒
に
追
い
込
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

５
０
０
０
円
の
会
費
を
取

り
８
５
０
人
規
模
で
開
催

し
た
「
前
夜
祭
」
の
収
支

が
、
安
倍
氏
の
関
連
政
治
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

業
を
新
た
な
収
入
源
に
す

る
計
画
だ
」「
災
害
時
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と

し
て
の
需
要
を
期
待
し
て

い
る
」「
２
０
２
０
年
度
か

ら
６
年
間
で
６
千
億
円
投

資
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
が

地
球
に
向
け
小
惑
星
リ
ュ

ウ
グ
ウ
を
出
発
（
13
日
）。

「
２
度
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン

の
成
功
や
人
工
ク
レ
ー

タ
ー
の
作
成
な
ど
数
々
の

成
果
を
あ
げ
た
」「
入
手
し

た
岩
の
破
片
や
砂
を
入
れ

た
カ
プ
セ
ル
が
届
く
の
は

２
０
２
０
年
末
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
Ｗ
杯
団
体
戦
。「
日

武蔵野の空襲に関する写真パネル展
　　　武蔵野市役所ロビー
　　　11 月 18 日（月）～ 22 日（金）
　　　　　　8：30 ～ 17：00
主催：武蔵野市非核都市宣言平和事業実行委員会・武蔵野市

協力：武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

横田基地にオスプレイはいらない
11・24 東京大集会

　　11 月 24 日（日）午後１時開会
　　福生市・多摩川中央公園
 　　（JR 青梅線「牛浜駅」より徒歩 12 分）

　　主催：オスプレイ反対東京連絡会

　
　

×　
　
　
　

×

　

男
体
山
と
浅
間
山
で
初

冠
雪
（
12
日
）。「
平
年
よ

り
２
週
間
ほ
ど
遅
い
」「
北

海
道
に
寒
波
が
来
て
い

る
」

岩
国
米
軍
事
故
報
告
書

無
資
格
・
睡
眠
剤
服
用
・
自
撮
り
・

薬
物
乱
用
…

　
　

危
険
な
海
兵
隊
は
撤
退
を

　

昨
年
12
月
、
米
海
兵
隊

岩
国
基
地
所
属FA18

戦

闘
攻
撃
機
とKC130

空

中
給
油
機
が
高
知
沖
で
接

触
・
墜
落
し
、
６
人
が
死

亡
し
た
事
故
。
米
軍
調
査

報
告
書
（
９
月
）
の
内
容

は
衝
撃
的
で
す
。

　

事
故
を
起
こ
し
た

FA18

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

夜
間
空
中
給
油
訓
練
の
無

資
格
な
の
に
実
施
し
、
給

油
機
に
激
突
し
ま
し
た
。

FA18
の
乗
員
の
一
人
の

尿
か
ら
睡
眠
導
入
剤
の
成

分
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
海
兵
隊
で
は
、

飛
行
中
に
ス
マ
ホ
自
撮
り

や
読
書
を
し
た
り
、
ひ
げ

を
そ
っ
た
り
な
ど
、
ま
さ

に
無
免
許
運
転
・
危
険
運

転
の
常
態
化
で
す
。
ま
た

薬
物
乱
用
や
ア
ル
コ
ー
ル

の
過
剰
摂
取
、
規
律
違
反

が
ぞ
く
ぞ
く
。
報
告
書
は

「
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
非

職
業
主
義
的
環
境
」
が
蔓

第
50
回
　
19
日
国
会
行
動

　
11
月
19
日
（
火
）
18
時
30
分
　
国
会
議
員
会
館
前

　

共
催　

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

　
　
　
　

り
行
動
実
行
委
員
会
ほ
か

延
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
日
本
防
衛
と

は
無
縁
の
海
兵
隊
で
す
。

日
本
政
府
は
平
和
と
安
定

の
た
め
の
「
抑
止
力
」
だ

と
い
い
ま
す
が
、
ず
さ
ん

な
部
隊
の
ど
こ
が
「
抑
止

力
」な
の
で
し
ょ
う
か
。一

刻
も
早
く
日
本
か
ら
撤
退

さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

香
港
で
の
弾
圧
の
即
時
中
止
を
求
め
る

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
委
員
長　

志
位
和
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
14
日
（
要
旨
）

　

わ
が
党
は
、
デ
モ
参
加

者
が
暴
力
を
厳
し
く
自
制

し
、
平
和
的
方
法
で
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。し
か
し
、銃

器
を
使
用
し
て
弾
圧
を
行

う
こ
と
は
絶
対
に
容
認
で

き
な
い
。

　

重
大
な
こ
と
は
、
香
港

当
局
の
弾
圧
強
化
が
、
中

国
の
最
高
指
導
部
の
承
認

と
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
習

近
平
中
国
共
産
党
総
書

記
・
国
家
主
席
は
林
鄭
月

娥
・
香
港
行
政
長
官
と
の

会
談
で
、「
暴
力
と
混
乱
を

阻
止
し
、
秩
序
を
回
復
す

る
こ
と
が
依
然
、
香
港
の

当
面
の
最
も
重
要
な
任
務

で
あ
る
」
と
強
調
し
、
中

国
の
政
権
党
系
メ
デ
ィ
ア

は
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
を

公
然
と
あ
お
り
立
て
て
い

る
。

　

弾
圧
の
根
本
的
責
任
は
、

中
国
政
府
と
そ
の
政
権
党

に
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
対
応
と
行

動
は
、
民
主
主
義
と
人
権

を
何
よ
り
も
尊
重
す
べ
き

社
会
主
義
と
は
全
く
無
縁

の
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

日
本
共
産
党
は
、
中
国

指
導
部
が
、
香
港
の
抗
議

行
動
に
対
す
る
弾
圧
を
即

時
中
止
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。「
一
国
二
制
度
」

の
も
と
、
事
態
を
平
和
的

に
解
決
す
る
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
厳
し
く
要
求
す

る
。

本
は
男
子
が
銅
メ
ダ
ル
、

女
子
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

男
女
と
も
に
中
国
に
敗
れ

た
」「
中
国
選
手
の
追
い
込

ま
れ
て
か
ら
の
メ
ン
タ
ル

の
強
さ
は
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

香
港
で
警
官
が
ま
た
発

砲
（
11
日
）。「
警
官
が
無

防
備
の
学
生
に
至
近
距
離

か
ら
発
砲
し
た
」「
デ
モ
参

加
者
の
暴
力
的
行
動
は
賛

同
で
き
な
い
が
丸
腰
の
学

生
に
発
砲
は
許
せ
な
い
」

チ
リ
１
２
０
万
人
デ
モ

格
差
是
正
、
政
治
変

革
求
め

　

南
米
チ
リ
の
各
地
で
、

社
会
的
不
平
等
の
是
正
や

ピ
ニ
ェ
ラ
大
統
領
の
辞
任

を
求
め
る
大
規
模
な
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
は

10
月
25
日
、
史
上
最
大
規

模
の
１
２
０
万
人
が
参
加
。

国
旗
や
政
治
の
変
革
を
求

め
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

木
の
ス
プ
ー
ン
で
鍋
を
た

た
い
た
り
、
踊
り
な
が
ら

行
進
し
ま
し
た
。

　

低
賃
金
、
生
活
費
の
高

騰
、
低
年
金
、
経
済
的
な

不
平
等
に
不
満
が
高
ま
り
、

抗
議
行
動
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。


